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成 果 の 概 要 

５月１８・１９日に台湾台北市にある台湾師範大学において開催さ

れ た 『 2024.International Conference of Sport,Leisure and 

Hosptality Management』に参加した。 

海外（アメリカ、シンガポール、タイ、韓国、台湾、日本）からの演

者による講演とそれに並行して口頭発表、ポスター発表が行われた。 

「スポーツ運動学による近世武芸伝書の検討 ―『不動智神妙録』

の「無心」について―」というテーマで発表を行った。近世の武芸伝

書の研究においては、流派の発生や歴史について論ずるものが多く、

技術に視点をあて追究するものは存在するが、技術史が中心になって

いる。今回、現象学的立場から論じられた「スポーツ運動学」の視点

から、近世の名著『不動智神妙録』に示された「無心」について考察

した。結論としては、「無心」とは、何も考えていないことではなく、

次に来る運動の先取りをし、意識は次に来る運動に向けられているも

のであることを論究した。その結果、このような武芸伝書に示された

技術を現象学的運動学によって分析・検討することは今後必要なこと

であるとの評価を得た。 

二日間にわたって開催された学会であったが、幅広い領域での研究

学会であったが、様々な国の演者によって、各国のスポーツ事情や多

様な視点からのスポーツ活動の捉え方が理解できた。 

  


